
地区懇談会での主な意見等の概要

災害時の避難
所対策につい
て

帯
広
の
森

昨年、台風の直後に参加した避難訓練は、地震を想定
しているとのことだったが、実際に地震が起きた時にか
なりの距離を歩く地域があり、果たして誰もがスムーズ
にそこまで避難できるのか疑問に思った。避難所に至る
までの、一時的なサブ避難所を指定してはどうだろう
か。また、訓練に参加して、さまざまなケースを体験して
も、実際の災害時に、その人がすべてに対応出来るわ
けではない。地域で、リーダーとなる人に対しての訓練
をしておく必要があるのではないか。

　次に、避難所に着くと、市に対して避難人数などを報
告するが、皆で共有できる被害確認リストを作成しては
どうか？それを避難所に貼り出して、その地域の被害
状況が一目でわかるといい。消防や警察が情報収集し
ても限りがあると思うので、日頃そこに住んでいる地域
の人が避難所に向かうまでの道すがら、電柱が倒れた
などの被害をチェックできるリストを町内会に渡しておく
と良いのではないか。

　最後に、災害時に備えて、市の組織に専任の司令塔
となる部署をつくっておくと良いのではないか。他の部
署と連携する時、係単位の部署では他の部署に対して
指示命令がしにくいのではないか。

市には、現在、指定避難所が52カ所あるが、それ以外
に福祉センターや公園など、全部で120〜170の場所を
代替避難所や一時避難所に指定している。ご提案いた
だいたように、高齢化で避難所まで歩けない、冬場は同
じ道でも時間や感じ方が違うといったことから、指定され
ている避難所を利用できない場合も想定される。そうし
た時に別の避難所を利用する訓練も行っているが、避
難所のあり方について今後も検討していきたい。

　被害確認リストについては、行政だけで確認できない
部分を町内会や現場の皆さんと、どのように情報共有し
ていけばいいのか考える時に参考にしたい。

　選任の司令塔については、すぐに対応することは難し
いが、実際に災害が起きた時に機能しないような組織
があっても仕方がない。絵に描いた餅にならないよう
しっかり考えていきたいと思う。

職員の引き継
ぎについて

啓
北

防災の担当職員は、避難所対応などに関して色々学ん
でいると思うが、担当していた職員が人事異動で代わ
り、今まで学んだ事が無駄になってしまってはいけな
い。忘れたころに災害はやってくると思うので、防災に関
してはしっかり引き継ぎを行っていただきたい。

確かに引継ぎは非常に重要であり、それぞれの時点で
担当してきた職員が学んだことを、途絶えさせることが
無いよう注意していきたい。

災害時のため
の勉強会を開
いてほしい

啓
北

去年、避難所ごとの災害時のシミュレーションに参加し
たが、避難所になっている小学校にはひとつの連合町
内会だけではなく、別のエリアの連合町内会も集まる。
しかし、顔を知らない者同士で一緒に避難所を運営しよ
うとしてもなかなかスムーズにいかないのではないかと
思う。同じ避難所を利用する町内会合同の勉強会をし
ていただけるとありがたい。

東北の震災時、同じ地域の人たちだけが集まった避難
所と、別の町内会が混在した避難所とでは、運営状況
が全然違ったという例をいくつも伺った。
　町内会が違うだけでコミュニケーションが難しいという
のは事実だと思う。一方で、出前講座などで別々の町
内会が一緒に勉強会をしたり、顔を合わせている避難
所もあるという事例も伺っている。防災にはご近所の力
が大切だが、ご近所のくくりををもう少し広げて、同じ避
難所を利用する町内会同士が、何らかの形で顔見知り
になれるような工夫を行っていくことも重要だと感じる。

停電時の備え
について

川
西

携帯やテレビも電気が無いとみることができず、普段、
私たちは電気に頼った生活をしている、。早々に復旧す
れば良いが、避難所の防災倉庫に用意されている発電
機だけで帯広市民の緊急の電力が賄えるのか不安で
ある。最近はIHでガスを使わない家庭もあるし、ガスや
灯油、水は備蓄できるとしても電気は備蓄できない。市
はどのように考えているのか。

昨年の熊本地震でも、ライフラインが停止した。停電か
ら復旧するまで５日程度かかったと言われている。その
間、発電機で電力を賄うという事になるが、各避難所ご
とに用意することは難しいため、現在は防災協定を締結
している企業などの発電機や機材をお借りして電力を
確保したいと考えている。
　ご指摘いただいたとおり、現代社会そのものが、電気
に過剰に寄りかかっている。災害により電気が遮断され
ることで、我々の生活や産業も影響を受けることから、
国や道、供給者などと協議しながら対応策や体制づくり
を検討していく必要がある。

見守りのシス
テム化

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

親や先生には言いにくいことでも、友達の親などには気
軽に相談できる子もいる。時間がある保護者が見守り
システムのようなものを構築することはできないかと考
えている。日中、家にいるお母さんたちは、隙間時間で
できる仕事は探していても、ボランティアをすることまで
は難しい。そこで見守りシステムを仕事として確立でき
ないだろうか。もし実現すれば、地域の人たちが子ども
たちのケアをするので、お母さんたちのネットワークや
地域のつながりも生まれると思う。もちろんお母さんだ
けでなく、定年退職した地域のおじさんとかおばさんた
ちにも協力してもらえるといい。

　町内会活動の参加者減少や、地域のつながりの希薄
化などにも関係するご意見だと思う。子どもたちが色々
な場所で色々な人に相談できる体制づくりが求められて
いるが、従来のシステムだけで行うことは難しくなってき
ていると思う。新しい仕組みをつくることは簡単ではない
が、地域のつながりなどを考えていくうえで参考にした
い。

働き方改革の
推進

グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ

　私は、30代の働き世代で2児の父でもある。今後女性
も働いていかないと労働人口が減少するので、男性で
ある私も子育てに参画したいと思っているが、なかなか
できていない。全国的にワークライフバランスが注目さ
れているが、民間企業などでは進んでいるのか。子育
て世代のためにも働き方改革を進めていってほしいと思
う。

働き方改革には、残業時間の削減だけでなく、色々な
取り組みが考えられる。以前に比べ、行政による子育て
支援だけでなく、民間の子育てをサポートする制度も拡
充されていると感じている。そうした制度を、上手く繋い
で利用しやすいものにしていくことも必要かもしれない。
ワークシフトという言葉も広まってきているように、日本
全体で働き方改革について考え始めたと感じており、今
後、ますます進んでいくことを期待している。

市民が発言し
やすい環境を

グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ

本日参加して、市がどのような取り組みで子育てをサ
ポートしているのか理解できた。しかし、私たちのように
子育てを実際にしている人たちが、困った時に自分から
発信することは難しい。こうした機会に発言できる人もい
ると思うが、言えない人もいるのではないかと思う。市民
が言いにくいことを、発言しやすい機会がもっと増えたら
いいと思う。

市のさまざまな制度を、利用する皆さんにどのように伝
えればいいのか、何が足りていないのかを知るために
は、皆さんと直接お話しすることが一番良い。皆さんの
声を受け止めていくために、このような対話の機会を
もっと増やしていきたいと改めて感じた。

市長の発言等

会場名

項目
会
場 参加者の意見等

帯広の森　　→帯広の森コミセン　　　　　　　　　啓北　→啓北コミセン

川西　　　　　→川西農業者研修センター　　　　保健福祉センター　→保健福祉センター

グリーンプラザ 　　　→グリーンプラザ


